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“Living in harmony with nature”
「人と自然が調和した未来」を目指す

世界100か国以上で活動する
国際自然保護団体です

地球温暖化を防ぐ持続可能な資源利用 サステナブルファイナンス森・海・淡水域を守る
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WWFジャパンが目指すゴール

生物多様性と気候変動の両方の課題に取り組んでいます

2030年 ⽣物多様性の回復 2050年 脱炭素社会の実現

世界の生物多様性を回復させるため、
2030年までに生物多様性の劣化を回復に向かわせる

2050年までに世界の⼆酸化炭素の排出ゼロを実現する
2030年までに⽇本の温室効果ガスの排出量を50%削減する
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生物多様性と生態系サービス

■生態系サービス
人間が生物多様性や生態系から受ける恩恵のこと
（供給・調整・文化・基盤）

• 例えば、食料、気候の安定、観光・文化、土壌形成
など

• 花粉媒介、農作物の品種、水質など生物多様性や
生態系サービスの劣化は生活・ビジネスに直結

■生物多様性の３要素
• 生態系の多様性：
森、河川、干潟など、さまざまなタイプの自然が存在し、
それらに適合した生物による生態系が存在していること

• 種の多様性：
さまざまな種の生き物が存在していること

• 遺伝子の多様性：
同じ種であっても体の大きさや形、模様や色などの個性が
うまれる遺伝子のバリエーションが豊富であること

WWFジャパンHPより WWFジャパンHPより



IPBESの各種報告から （IPBES:生物多様性版のIPCC）

地球規模評価報告書（2019）
• 自然とその人々への重要な寄与
(生物多様性と生態系サービス)
が世界的に悪化

• 直接･間接の変化要因が50年で
増大

• 2030年以降の持続可能性目標
の達成に「社会変革」が不可欠

• これらの目標は、社会変革に
向けた緊急で協調した努力によ
り同時達成できる

ネクサス評価報告書（2024）
• 「生物多様性、水、食料、健康、

気候変動」の5要素の相互関係に
おける過去と現在の傾向、および
将来のシナリオについて分析

• 各要素間の相乗効果（シナジー）
を最大化し、背反（トレードオ
フ）を最小限に抑えるための対応
オプションや統合的なガバナンス
アプローチを提示

ビジネスと生物多様性報告（ドラフト）

• 企業の生物多様性と自然の恵みへの
依存・影響を評価する方法論的アセ
スメントを開始

• 事業会社・金融機関の依存と影響を
分類・測定。直接・間接的な影響、
IPLC（※）との関係も含む

• リスクと機会の理解、パフォーマン
スの評価・報告を重要視

• 地域・業種ごとの課題、特に途上国
や中小企業の能力差、標準化された
測定・報告手法の整備などの論点

• 2025年のCOPで採択予定
出典左から：
https://www.iges.or.jp/jp/publication_documents/pub/translation/jp/10574/IPBESGlobalAssessmentSPM_j.pdf
https://www.ipbes.net/nexus-assessment
https://www.ipbes.net/business-impact ※IPLC:先住民族と地域コミュニティ



気候変動と生物多様性のネクサス

出典：Pörtner, H.O. et al. (2021) Scientific outcome of the IPBES-IPCC co-sponsored workshop on biodiversity and climate change.  IPBES secretariat. DOI:10.5281/zenodo.4659158. 

• 気候変動対策 ⇒ 生物多様性対策への影響（青がポジティブ、オレンジがネガティブ）

いつでも良い相互関係があるわけではなく、
シナジーの最大化とトレードオフの最小化が求められる



自然関連の課題：森林と土地利用
「コモディティ」を通じた森林破壊

https://www.wwf.or.jp/activities/activity/4547.html
https://www.wwf.or.jp/activities/lib/5175.html

https://www.wwf.or.jp/activities/activity/4547.html
https://www.wwf.or.jp/activities/lib/5175.html


80万㌧Lの下水
380万㌧Lの雑排水
500Lの有害廃棄物
95,000Lの油濁水
8㌧のゴミを排出

50％
のサンゴが減少

2050年の世界人口は

＋20億人

マングローブの
消失速度は森林の

3～5倍

2100年の海水温は

＋3～5℃
800万㌧
のプラスチックごみを投棄

80％ の

ツーリズムは
海を利用

1/3以上 の

オイル・ガスは
海洋由来

29％ の

魚資源は過剰利用

船舶交通量は
過去20年間で

400%増

過剰漁獲を招く

1.7～4.2兆円
の補助金支出

2倍

魚の消費量

中型旅客船は1週間の航行で

出典：WWFおよびZoological Society of London, “Living Blue Planet Report 2015”

自然関連の課題：海洋
海と陸からのインパクト



自然関連の課題：淡水・流域
水の「量と質」にとどまらない複合的な問題

出典
左：WWF Germany and WWF Sweden, 2022, “WATER STEWARDSHIP APPAREL & TEXTILES”を元にWWFジャパン作成
右上：“WWF (2020) A DEEP DIVE INTO FRESHWATER, P8” を元にWWFジャパン改変
右下：T. Oki and S. Kanae, “Virtual water trade and world water resources”, Water Science & Technology, 49, No.7,203-209, 
2004. / 食糧⽣産に必要な水資源の推定, 佐藤未希, 東京大学大学院工学系研究科社会基盤工学専攻, 修士論文, 2003年3月 / 仮想投
入水量を考慮した世界の水資源逼迫度の経年変化, 河村愛, 東京大学大学院工学系研究科社会基盤工学専攻, 修士論文, 2003年3月 / 
日本を中心とした仮想水の輸出入, 三宅基文, 東京大学工学部社会基盤工学科, 卒業論文, 2002年3月 を元にWWFジャパン作成



生物多様性にかかわるWWFジャパンの活動

企業への働きかけ国内外での保全プロジェクト

■活動領域

• リスクの高い森林コモディティ

• 水産物、農産物

• 淡水・流域治水

• 同様の関心を有する金融機関への働きかけ

• TNFD開示の推進

参考：TNFD開示（65社）のベンチマーク調査

https://www.wwf.or.jp/activities/lib/5750.html



本⽇のまとめ

© Aaron Gekoski / WWF-US

© Chris J Ratcliffe / WWF-UK

各種IPBES報告が強調すること
• 生物多様性と生態系サービスの危機
• 気候と自然の両方に取り組む必要性
• ビジネスが果たす役割

• 企業がまず実施すべきことは、自然に
関する依存・影響・リスク・機会の把握

• 直接操業だけでなくバリューチェーンの
課題把握に「調達」などの視点から取り
組むこと



ありがとうございました。

WWFジャパン金融グループ
橋本 務太

hashimoto@wwf.or.jp

mailto:hashimoto@wwf.or.jp
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